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A trial of architectural education to 

































わかりやすく説明できるよう開発された組立式の 10 分の 1 模型





















































































































































写真 5　Ｈ 23 年度　平屋に耐震補強している
９）１日目の宿題















写真 7　Ｈ 23 年度　2 階建を組立てる












































間 × 1 間の小さな架構制作をし、実際に筋かいや壁が入ると強
くなることを実感、さらに屋根面の水平剛性の確保のために火
打ちも有効であることを理解した。この模型の段階（1 間 × 1 間）
では出入り口や開口部を取る余裕がないため、模型の癖などを

















忍耐力に関しては、中学生の 45 分授業が通常のところ、90 分授







　一方 2 〜 4 人のグループで製作した場合は関係が協力的なも
のばかりではなく、人間関係が複雑な状態になる場合もありで、
最終的な成果もそのバラツキが大きくでた。





































































































































































　以上が平成 21 年から今年 24 年まで続けてきたＳＰＰ講座の
報告である。当初は中学生に対する出前授業として助成金を申
請し講座を開始した。
　中学生は 1 年生、2 年生、3 年生を対象にしたが、どの学年も
2 日間にわたり、90 分授業を 4 回受け、集中力を切らさなかった。
手を動かしながら頭を使う作業であり、成果が目に見える形で
出来上がることに喜びを見いだしての集中力であったように思
われる。この一連の流れを通して、中学生や高校生に対する建
築教育を考えてみる機会を得る事ができた。
　中学生たちは日ごろ住んでいる部屋や家・学校のことについ
てあまり知らないまま過ごしていることが講座を通じて垣間見
えた。空間認識として、部屋そのものの大きさとか深さ、高さ
のような認識に至っていないことが分かったのである。このこ
とは、将来求める住宅の空間的質や都市空間に影響を及ぼすも
のであり、日本人自体の空間意識の低下にもつながるものであ
る。建築教育の役割は空間認識を高め、イメージを掴み、もの
づくりの楽しみを共有することにある。
　「地震に強い木造の家の仕組みを 1/10 の組立模型で体験して
みよう」という講座は、木造の在来軸組構法の耐震に対する考
え方を理解させるためのものであった。その点については成功
したと判断している。この講座を通して身近な空間を知るきっ
かけになった。丈夫な家を作るために必要な耐震要素は数学や
理科・物理の基礎に支えられていることが理解された。
　また、家づくりとは将来の自分を想像することでもある。ど
んな空間の家に住みたいのか、どんな家族構成なのか。進路や
進学を考えるきっかけになるなど様々な分野に波及した。
　多くの可能性を秘めた分野であり、建築教育の一例となる試
みとなった。
